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　平成25年第2回定例会が6月11日から21日までの11日間の会期で開催され、専決処分
の承認8件、条例案件3件、平成25年度補正予算13件が提案され、審議されました。

◆中央市税条例中改正
〈おもな改正〉
＊復興特別所得税の導入に伴うふるさと寄付金税額控除の見直し
＊延滞金等の利率の見直し

◆国民健康保険税条例中改正

〈おもな改正〉
＊国民健康保険から後期高齢者医療に移行した者を国保加入
　者とみなし減額算定を行う措置を移行後5年目までだった
　要件を撤廃し、恒久措置とする。

◆ひとり親家庭医療費助成金
　支給条例中改正

〈おもな改正（次の条文を加える）〉
＊父又は母が配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関
　する法律（平成13年法律第31号）第10条第1項の規定による
　命令（それぞれの母又は父の申立てにより発せられたもの
　に限る。）を受けた児童

▲220万4千円

▲1,647万8千円

▲134万9千円

▲4,250万円

31億3,415万2千円

16億5,894万1千円

1億9,281万9千円

11億9,166万5千円

国民健康保険特別会計補正予算（第5号）

介護保険特別会計補正予算（第3号）

簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）

下水道事業特別会計補正予算（第5号）

総額補正額

地方消費税交付金
特別地方交付税
財政調整基金繰入金

‥‥‥‥‥‥70,992千円

‥‥‥‥‥‥‥203,322千円

‥‥‥‥‥▲48,599千円

職員人件費減額分
財政調整基金積立金

‥‥‥‥‥‥▲37,873千円

‥‥‥‥‥424,818千円



〈おもな改正〉
＊従来、自己負担分は支払をせず、医療機関等が市町村に請
　求し支払を受けることが、受給者が請求して受けたことと
　する「窓口無料化方式」から、受診時にいったん自己負担
　金を支払い、医療機関等は自己負担金を支払ったレセプト
　情報を市町村に提供することで受給者から請求があったも
　のとして自動的に助成金が支払われる「自動償還払い方式」
　に変更するもの。

◆重度心身障害者医療費助成
　条例中改正
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　重度心身障害者医療費助成の窓口無料制度

を廃止し、自動償還方式に移行させるという

ものであり、反対する。

　窓口無料化は20年以上に及ぶ粘り強い運動

によって実現した進んだ制度で、市内でも850

人余りが窓口負担なく医療を受けられ、喜ば

れている。窓口無料化をやめて、医療機関窓

口で3割を払うことになれば、負担は大変なも

ので、受診を諦めてしまうのではないか危惧

されている。「どうしてこんな面倒なことを

するのか」「現行の窓口無料のままのほうが

良い」という声が出ており、重度障がい者の

皆さんは納得していない。窓口無料化を求め

る声に背を向け、国からのペナルティーを重

度障がい者の方に押し付けるべきではなく、

市としても県に対して窓口無料を継続するよ

う強く働きかけるべきである。

◆重度心身障害者医療費助成条例中改正

あわただしい窓口

・平成24年度一般会計予算繰越明許費

・平成24年度下水道事業特別会計予算繰越明許費

・平成24年度一般会計予算事故繰越

・平成24年度一般会計予算継続費の逓次繰越

・和解及び損害賠償額の決定

1億6,105万6千円

7,500万円

199万5千円

154万4千円



1億4.830万円を追加 総額112億1,903万7千円に

一般会計補正予算（第1号）平成25年度

530万3千円を追加 総額6,281万9千円に
平成25年度

田富よし原処理センター
事業特別会計補正予算（第1号）

リバーサイド地内の下水道管調査

総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
土木費
教育費

行政事務電算化管理事業

地域密着型サービス拠点整備補助金

成人風疹ワクチン接種助成事業

大鳥居線林道橋点検業務

田富ふるさと公園トイレ浄化槽改修工事費

玉穂海洋センター改修事業

236万1千円

1億1,600万円

270万円

250万円

338万7千円

1,514万2千円

おもな補正内容

建設中の地域密着型サービス拠点施設

重度心身障害者医療費助成条例中改正を実行する予算

が含まれており、賛成できない。

◆平成25年度一般会計補正予算（第1号）
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管渠移管資料作成及び管渠整備
計画策定業務委託 530万3千円

おもな補正内容



　国による地方自治の不当な介入である。国が国家公務

員の削減措置に準じて一方的に下げ幅を決め、強制する

前提で地方交付税を減額するのは、地方公務員法で定め

られた原則を踏みにじるもの。公務員給与を削減するこ

とは民間労働者の賃金引下げにつながり、地方経済を一

層疲弊させ、デフレ脱却に逆行するものであり反対する。

◆職員給与の臨時特例に関する条例制定

条 例 制 定
■職員給与の臨時特例に関する条例制定

　地方交付税の削減等による厳しい財
政状況に鑑み、一層の歳出削減が不可
欠であることから、職員の人件費を削
減するため、職員に対する給与の支給
に当たって、平成25年7月1日から平成
26年3月31日までの間、減額して支給す
る措置を講ずる。

■市長等の給料の臨時特例に関する条例制定

　職員給与削減に鑑み、市長、副市長および教育長に対する給料の支給に当たって、平成25
年7月1日から平成26年3月31日までの間、減額して支給する措置を講ずる。
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《おもな補正内容》

・給与削減措置に伴う職員人件費及び各特別会計繰出し金の減額
・上水道事業会計については、給与削減措置に伴う職員人件費の減額

総額3,958万7千円減額給与削減措置に伴う人件費を

平成25年度補正予算

　先に反対した職員給与の臨時特例に関する条例制定を実行
する予算が含まれているため反対する。

◆給与削減措置に伴う職員人件費の減額に関する一連の補正予算

■一般会計補正予算（第2号）
　4,432万6千円を減額し、総額111億7,471万1千円

■簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
　83万4千円を減額し、総額2億222万4千円

■地域包括支援センター特別会計補正予算（第1号）
　48万円を減額し、総額2,564万3千円

■介護保険特別会計補正予算（第1号）
　348万5千円を減額し、総額17億1,370万6千円

■後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
　14万8千円を減額し、総額1億9,588万4千円

■国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　128万2千円を減額し、総額31億5,116万7千円

■下水道事業特別会計補正予算（第1号）
　196万6千円を減額し、総額13億5,109万7千円

■農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
　14万4千円を減額し、総額2億6,705万7千円

■田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第2号）
　35万1千円を減額し、総額6,246万8千円

■工業用地整備事業特別会計補正予算（第1号）
　19万4千円を減額し、総額1,683万7千円

■上水道事業会計補正予算（第1号）
　19万8千円を減額し、総額2億2,927万2千円

※特別会計については、4月の人事異動による増減分も含めての補正

追加議案 特別職および職員給与を削減
地方交付税の減額に伴い
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友
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中
一
臣

小
沢
 
治
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藤
公
夫
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平成
25
年度
補正
予算

平成25年6月定例会審議結果 ○賛成 ●反対（伊藤公夫議長を除く）

専決
処分

条例
制定
改正

・専決処分の承認を求める件（中央市税条例中改正の件）

・専決処分の承認を求める件（中央市国民健康保険税条例中改正の件）

・専決処分の承認を求める件（中央市ひとり親家庭医療費助成金支給条例中改正の件）

・専決処分の承認を求める件（平成24年度中央市一般会計補正予算（第7号））

・専決処分の承認を求める件（平成24年度中央市国民健康保険特別会計補正予算（第5号））

・専決処分の承認を求める件（平成24年度中央市介護保険特別会計補正予算（第3号））

・専決処分の承認を求める件（平成24年度中央市簡易水道事業特別会計補正予算（第4号））

・専決処分の承認を求める件（平成24年度中央市下水道事業特別会計補正予算（第5号））

承
認○○○○○○○○○○○○○○

・中央市重度心身障害者医療費助成条例中改正の件

・中央市職員給与の臨時特例に関する条例制定の件

可
決○○●○○○○○○○○○○○

可
決○○●○○○○○○○○○○○

可
決○○●○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○

・中央市長等の給料の臨時特例に関する条例制定の件

・平成25年度中央市一般会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市一般会計補正予算（第2号）

・平成25年度中央市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市介護保険特別会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市地域包括支援センター特別会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市下水道事業特別会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第2号）

・平成25年度中央市工業用地整備事業特別会計補正予算（第1号）

・平成25年度中央市上水道事業会計補正予算（第1号）



　
今
後
3
年
間
の
主
要
事
業

の
方
向
性
を
定
め
、
効
率
的
・

計
画
的
な
施
策
推
進
を
目
的

に
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況

を
見
な
が
ら
、
毎
年
度
計
画

内
容
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
土
地
利
用
時
の
地
盤
調
査

や
、
建
物
や
周
辺
の
対
策
・

検
討
の
促
進
を
目
的
に
、
「
中

央
市
液
状
化
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、
市
広
報
7
月
号
配
布

時
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。

　
東
京
・
山
梨
な
ど
9
都
県

の
78
市
町
村
で
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
、
応
援

物
資
・
資
機
材
の
提
供
や
、

応
急
復
旧
に
必
要
な
職
員
の

派
遣
な
ど
、
応
援
協
力
を
行

い
ま
す
。

　
風
疹
の
流
行
が
過
去
最
悪

の
ペ
ー
ス
で
続
い
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
20
〜
40
代
の
男

女
を
対
象
に
、
予
防
接
種
費

用
の
2
分
の
1
を
助
成
す
る

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
5
年
間
保
存
で
き
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
開
発
さ
れ
、
昨

年
度
よ
り
安
価
に
製
造
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
3
万
6
千
本
製
造
し
、
2

万
本
を
災
害
時
用
に
備
蓄
し
、

残
り
1
万
6
千
本
を
7
月
頃

か
ら
販
売
す
る
計
画
で
す
。

　
人
口
3
万
人
未
満
の
全
国

64
市
の
図
書
館
で
、
貸
出
件

数
・
蔵
書
冊
数
・
図
書
購
入

数
・
予
算
額
で
全
国
ト
ッ
プ

と
な
り
、
4
冠
を
達
成
し
ま

し
た
。

　
8
月
7
日
か
ら
の
　
13
日

間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ケ

ア
ン
ズ
市
で
実
施
さ
れ
、
現

地
中
学
生
と
の
交
流
や
フ
ァ

ー
ム
ス
テ
イ
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
通
し
、
国
際
性
豊
か
な

子
ど
も
の
成
長
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

リニューアルしたボトルドウォーター（左）

告報政行の長市

7

中
央
市
長

田
中
久
雄

液
状
化
マ
ッ
プ
の

作
成
・
配
布

大
人
の
風
疹
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
一
部
助
成

長
期
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
策
定

各
施
策
の
進
ち
ょ
く
状
況

災
害
時
相
互
応
援
協
定

ボ
ト
ル
ド
ウ
オ
ー
タ
ー

製
造
事
業

第
6
回
中
学
生

海
外
語
学
研
修

市
立
図
書
館

中
央
市
液
状
化
マ
ッ
プ
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国文祭に出演した粘土節

市民提案を生かし
策定する

魅力ある住空間、
景観形成の推進は

福田　清美 議員

の
内
35
カ
所
の
改
善
対
応
が

終
了
、
未
対
応
の
4
カ
所
に

つ
い
て
も
早
期
に
解
消
し
た

い
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
引
き
続
き
万
全
の
体

制
を
整
備
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
大
沼
議
員
「
通
学
路
に
つ
い

て
」

市
全
体
で
盛
り
上
げ
た
い

国
民
文
化
祭
の
取
り
組
み
は

議
員

河
西
　
　
茂

転
落
防
止
措
置
を
し
た
通
学
路

福
田
議
員
　
①
中
央
市
景
観

計
画
策
定
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

②
風
景
づ
く
り
市
民
プ
ラ
ン

の
提
案
を
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
る
の
か
。

市
長
　
①
23
年
4
月
に
景
観

行
政
団
体
と
な
り
、
景
観
条

例
の
制
定
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

建
設
部
長
　
①
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
市
民
懇
談
会
の

提
言
を
も
と
に
、
庁
内
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
今
年

度
中
に
景
観
計
画
を
策
定
し
、

26
年
度
に
景
観
条
例
を
制
定

の
予
定
。

②
地
域
の
特
性
や
課
題
を
検

討
し
、
景
観
エ
リ
ア
の
設
定

な
ど
に
、
貴
重
な
市
民
提
言

を
生
か
す
。

福
田
議
員
　
①
通
学
路
危
険

箇
所
の
継
続
的
な
点
検
と
、

解
消
に
向
け
て
の
整
備
計
画

は
。

②
街
路
灯
・
防
犯
対
策
等
防

犯
施
設
の
整
備
推
進
に
つ
い

て
。

市
長
　
②
自
治
会
と
早
急
に

協
議
し
、
街
灯
の
設
置
を
し

た
い
。

教
育
長
　
①
一
斉
点
検
で
対

策
が
必
要
と
さ
れ
た
39
カ
所

河
西
議
員
　
①
国
民
文
化
祭

の
情
報
を
広
報
「
ち
ゅ
う
お

う
」
で
毎
月
特
集
し
、
掲
載

し
て
は
。

②
市
内
著
名
人
の
美
術
作
品

等
を
展
示
す
る
企
画
展
を
同

時
開
催
し
て
は
。

③
国
民
文
化
祭
を
契
機
に
、

市
の
文
化
祭
を
見
直
し
、
子

ど
も
参
加
作
品
、
特
別
企
画

展
等
を
取
り
入
れ
て
は
。

教
育
長
　
①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
を
存
分
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
道
の
駅
等
で

の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
近
隣
自

治
体
の
催
し
参
加
を
通
じ
た

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

②
誰
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を

お
願
い
す
る
の
か
、
会
場
ス

ペ
ー
ス
を
ど
う
確
保
す
る
の

か
等
が
課
題
と
な
る
が
、
盛

大
に
開
催
で
き
る
よ
う
特
色

あ
る
企
画
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

③
文
化
協
会
の
皆
様
と
協
議

し
、
活
性
化
に
努
め
た
い
。

河
西
議
員
　
①
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
は
。

②
公
共
施
設
で
の
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
の
計
画
は
。

③
市
内
の
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
事
業
へ
の
支
援
お
よ
び
関

連
企
業
誘
致
の
考
え
は
。

市
長
　
①
生
活
環
境
の
向
上

と
循
環
型
社
会
の
確
立
を
目

指
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

市
民
部
長
　
①
地
域
の
特
性

に
合
っ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動

を
積
極
的
に
進
め
、
快
適
で

環
境
に
配
慮
し
た
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。

②
田
富
第
3
保
育
園
で
の
太

陽
光
発
電
を
計
画
中
。
図
書

館
、
学
校
等
へ
の
導
入
も
検

討
す
る
。

③
田
富
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
地

中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ

ム
導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
普
及
促
進
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。
関
連
企
業
誘
致
に

は
積
極
的
に
取
り
組
む
。
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議
員

小
池
　
満
男

27
年
度
ま
で
に

道
路
網
の
指
針
を
ま
と
め
る

長
期
総
合
計
画

道
路
建
設
と
周
辺
整
備
は

市民の理解と協力を得て
浸透させる

小型家電リサイクル法
への対応は

小池　章治 議員

改修が望まれる小井川駅周辺

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目

小
池
議
員
　
①
中
央
市
の
家

電
等
の
回
収
状
況
を
踏
ま
え
、

課
題
と
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

②
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
取

り
組
み
は
。

市
長
　
①
適
切
な
リ
サ
イ
ク

ル
は
有
用
金
属
の
回
収
と
再

資
源
化
、
鉛
な
ど
有
害
物
質

の
適
正
処
理
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
ご
み
の
減
量
化

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

市
民
部
長
　
②
認
定
業
者
と

協
議
し
な
が
ら
、
市
民
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
回
収
方
法

と
品
目
選
定
に
つ
い
て
は
、

中
巨
摩
広
域
事
務
組
合
や
近

隣
自
治
体
と
と
も
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
議
員
「
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
」

小
池
議
員
　
①
環
状
線
を
活

用
し
た
市
の
発
展
と
周
辺
の

開
発
は
。

②
小
井
川
駅
周
辺
の
改
修
は
。

③
浅
原
橋
架
け
替
え
と
、
西

花
輪
交
差
点
改
良
に
伴
う
交

通
量
予
測
は
。
東
花
輪
駅
前

の
車
の
流
れ
は
。

④
市
道
1
0
3
1
号
線
の
利

用
計
画
と
見
通
し
は
。

建
設
部
長
　
①
27
年
度
ま
で

に
、
道
路
網
計
画
の
指
針
を

ま
と
め
る
。
リ
ニ
ア
新
駅
お

よ
び
路
線
の
決
定
に
合
わ
せ
、

公
共
施
設
、
ア
ク
セ
ス
道
路

等
の
整
備
計
画
を
推
進
さ
せ

る
。

②
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、

拡
幅
に
努
め
る
。

③
事
業
主
体
の
県
は
交
通
量

調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
。

渋
滞
は
緩
和
さ
れ
る
が
、
交

通
量
に
大
き
な
変
化
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
東
花
輪
駅

前
広
場
の
整
備
完
了
に
よ
り

安
全
で
機
能
的
な
流
れ
に
な

っ
た
。

④
県
の
事
業
と
し
て
、
田
富

西
通
り
線
と
昭
和
バ
イ
パ
ス

と
の
接
続
が
、
27
年
度
ま
で

に
完
成
す
る
計
画
。

小
池
議
員
　
①
市
の
未
来
像

は
。

②
身
延
線
の
活
用
策
は
。

③
リ
ニ
ア
駅
か
ら
身
延
線
へ

の
ア
ク
セ
ス
は
。

市
長
　
①
リ
ニ
ア
効
果
を
最

大
限
享
受
す
る
た
め
、
委
員

会
を
近
日
中
に
立
ち
上
げ
、

リ
ニ
ア
活
用
の
基
本
方
針
を

策
定
し
た
い
。

②
関
係
機
関
と
連
携
し
、
リ

ニ
ア
新
駅
に
近
い
身
延
線
の

特
性
を
生
か
し
た
活
用
策
を

検
討
す
る
。

③
リ
ニ
ア
新
幹
線
と
身
延
線

の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
環
境
の

整
備
促
進
を
要
望
し
て
い
く
。
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議
員

田
中
　
輝
美

防
災
力
の
向
上
に
努
め
る

防
災
計
画
は

施策を着実に推進する

財政運営計画の健全化は

大沼　芳樹 議員

大
沼
議
員
　
①
18
年
度
か
ら

23
年
度
ま
で
の
合
併
特
例
債

に
よ
る
事
業
費
と
事
業
内
容

に
つ
い
て
。
24
年
度
か
ら
25

年
度
の
見
込
み
額
は
。

②
21
年
度
か
ら
、
合
併
特
例

事
業
債
を
基
金
積
み
立
て
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事

業
に
使
え
る
の
か
。

③
合
併
後
の
新
市
建
設
計
画

の
進
捗
状
況
と
、
今
後
の
事

業
計
画
は
。

市
長
　
②
ま
ち
づ
く
り
振
興

基
金
は
、
市
の
一
体
感
の
醸

成
に
資
す
る
事
業
、
地
域
行

事
の
展
開
、
自
治
会
や
商
店

街
の
活
性
化
対
策
等
に
充
当

で
き
る
。

③
第
一
次
中
央
市
長
期
総
合

計
画
に
基
づ
き
、
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
事
業
な
ど
、

着
実
に
推
進
し
て
き
た
。
昨

年
度
、
前
期
5
カ
年
の
取
り

組
み
を
検
証
し
、
後
期
基
本

計
画
を
策
定
し
た
。
本
年
度

は
、
総
合
計
画
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
で
あ
る
実
施
計
画

を
併
せ
て
策
定
し
た
。

総
務
部
長
　
①
18
年
度
か
ら

23
年
度
ま
で
は
、
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
拠
点
施
設
整
備
・

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
・

区
画
整
理
関
連
事
業
の
15
億

8
5
0
万
円
な
ど
、
合
計
18

事
業
、
36
億
2
、
0
6
0
万

円
。
24
年
度
の
確
定
額
は
、

合
計
4
事
業
2
億
1
、

7
5
0
万
円
。
25
年
度
の
見

込
み
額
は
、
2
事
業
1
億
1
、

1
8
0
万
円
。

【
関
連
質
問
】

▼
木
下
議
員
「
財
政
運
営
に
つ

い
て
」

田
中
議
員
　
①
今
年
度
の
防

災
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

②
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
研

修
計
画
は
。

③
女
性
を
対
象
と
し
た
、
防

災
研
修
の
実
施
は
。

市
長
　
昨
年
、
防
災
計
画
を

改
訂
。
訓
練
や
研
修
を
積
み

重
ね
、
防
災
力
の
向
上
に
努

め
る
。

総
務
部
長
　
①
避
難
所
運
営

訓
練
を
重
点
に
市
民
参
加
に

よ
る
実
施
す
る
。

②
県
と
共
催
で
地
域
防
災
養

成
講
座
や
研
修
会
を
計
画
し

て
い
る
。

③
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た

対
策
の
見
直
し
や
研
修
会
等

の
実
施
を
検
討
す
る
。

田
中
議
員
　
①
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
満
足
度
指
数
は
。

②
市
民
の
不
満
の
把
握
は
。

③
改
善
の
方
法
は
。

総
務
部
長
　
①
22
年
度
86
・

8
％
、
23
年
度
94
・
6
％
、

24
年
度
88
・
0
％
が
市
民
満

足
度
。
95
％
以
上
を
目
指
す
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
長
へ
の

手
紙
や
電
話
に
て
戴
い
た
ご

意
見
は
幹
部
会
を
通
じ
周
知

し
て
い
る
。

③
各
種
研
修
に
積
極
的
に
参

加
し
、
意
識
改
革
・
業
務
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

田
中
議
員
　
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ

ー
の
設
置
を
。

教
育
長
　
5
校
で
実
施
中
。

全
校
設
置
に
努
力
し
た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
議
員
「
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
」

▼
河
西
議
員
「
A
E
D
に
つ
い

て
」
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積極的に取り組む

循環型社会の構築は

設楽　愛子 議員

設
楽
議
員
　
①
生
ゴ
ミ
の
資

源
化
は
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
と
目

標
は
。

③
市
民
意
識
向
上
の
た
め
の

方
策
は
。

④
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

公
共
施
設
へ
の
設
置
は
。

市
長
　
①
豊
富
地
区
で
は
、

と
よ
と
み
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
堆
肥
化
し
、
農
地
に
還

元
し
て
い
る
。
簡
易
式
コ
ン

ポ
ス
ト
や
生
ゴ
ミ
処
理
機
の

購
入
に
補
助
制
度
を
設
け
、

ゴ
ミ
搬
出
量
削
減
と
再
資
源

化
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

④
現
在
、
玉
穂
総
合
会
館
と

3
つ
の
小
学
校
に
設
置
し
て

い
る
。
市
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
協
議
会
の
考
え
を
踏
ま

え
て
検
討
・
協
議
を
進
め
、

可
能
な
限
り
積
極
的
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

市
民
部
長
　
②
24
年
度
の
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
の

回
収
は
5
1
6
ト
ン
、
前
年

対
比
0
・
7
％
増
。
新
聞
紙

な
ど
の
資
源
ゴ
ミ
は
8
9
6

ト
ン
、
5
・
5
％
減
。
小
型

家
電
回
収
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。

③
広
報
紙
等
で
の
啓
蒙
、
環

境
衛
生
委
員
会
や
エ
コ
ラ
イ

フ
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み

を
通
じ
、
意
識
の
向
上
を
図

る
。

名
執
議
員
　
①
電
磁
波
の
危

険
性
に
つ
い
て
の
認
識
と
健

康
被
害
は
。

②
市
内
の
携
帯
電
話
基
地
局

の
設
置
状
況
は
。

③
子
ど
も
の
学
習
環
境
と
健

康
を
守
る
対
策
は
。

④
独
自
調
査
に
よ
る
電
磁
波

環
境
の
改
善
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長
　
①
電
磁
波

の
発
生
源
は
激
増
し
て
い
る
。

総
務
省
の
検
討
会
の
動
向
等

を
注
視
す
る
。

市
民
部
長
　
②
1
0
1
基
地
。

学
校
・
保
育
園
の
1
0
0
メ

ー
ト
ル
以
内
の
設
置
は
4
基
。

④
現
時
点
に
お
い
て
、
独
自

調
査
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
長
　
③
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
国
内

外
の
動
向
を
注
視
し
、
敏
速

な
対
応
を
取
っ
て
い
く
。

名
執
議
員
　
①
リ
ニ
ア
駅
の

複
合
施
設
化
に
関
わ
る
、
市

の
負
担
と
効
果
は
。

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
フ
ー
ド

は
、
景
観
上
マ
イ
ナ
ス
だ
。

③
リ
ニ
ア
実
験
線
の
磁
気
の

測
定
値
は
。

市
長
　
①
具
体
的
な
金
額
は
、

詳
細
未
定
の
た
め
算
出
で
き

な
い
。
今
後
、
リ
ニ
ア
を
最

大
限
活
用
す
る
た
め
の
基
本

方
針
を
策
定
す
る
。

②
関
係
団
体
と
連
携
し
、
景

観
に
も
配
慮
し
た
騒
音
対
策

の
検
討
・
変
更
を
要
望
し
た

い
。

総
務
部
長
　
③
Ｊ
Ｒ
東
海
の

資
料
で
は
、
沿
線
磁
界
お
よ

び
車
内
磁
界
は
、
国
際
非
電

離
放
射
線
防
護
委
員
会
の
基

準
値
を
下
回
る
実
測
結
果
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
河
西
議
員
「
リ
ニ
ア
に
つ
い

て
」

▼
福
田
議
員
「
電
磁
波
に
つ
い

て
」

設
楽
議
員
　
介
護
マ
ー
ク
の

導
入
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
先
進
的
事

例
と
し
て
参
考
に
し
た
。
24

年
9
月
か
ら
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
、
希
望
者

に
配
布
し
て
い
る
。
認
知
度

が
低
い
の
で
、
広
報
・
周
知

に
努
め
る
。

安
全
基
準
に
沿
っ
て
対
応
す
る

も
う
一
つ
の
被
ば
く

電
磁
波
か
ら
子
ど
も
を
守
る

議
員

名
執
　
義
　

学
校
周
辺
の
電
波
塔

問質般一

EM菌を活用し生ゴミを堆肥化（峡南衛生組合）



木
下
議
員
　
太
陽
光
発
電
設

置
補
助
事
業
の
対
象
を
集
合

住
宅
や
商
店
に
も
拡
大
を
。

市
長
　
県
や
他
の
市
町
村
も

本
市
と
同
様
の
基
準
。
現
時

点
で
対
象
の
拡
大
は
考
え
て

い
な
い
。

木
下
議
員
　
①
生
活
保
護
基

準
額
削
減
の
影
響
を
受
け
る

制
度
の
推
定
は
。

②
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

対
策
は
。

③
速
や
か
な
認
定
と
、
法
外

援
護
の
活
用
状
況
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
①
②
生
活

扶
助
基
準
額
が
他
の
支
援
制

度
の
目
安
。
保
育
料
の
免
除

基
準
等
に
影
響
す
る
。
具
体

的
な
額
は
現
時
点
で
は
推
計

で
き
な
い
。

③
14
日
以
内
に
可
否
認
定
を

実
施
。
24
年
度
、
生
活
福
祉

資
金
貸
付
事
業
は
2
件
、
福

祉
金
庫
貸
付
事
業
は
21
件
の

支
援
を
実
施
。

市
民
部
長
　
①
住
民
税
の
非

課
税
限
度
額
、
高
額
医
療
費
、

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
に

影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

教
育
長
　
①
就
学
援
助
費
に

は
影
響
な
い
と
想
定
。

木
下
議
員
　
①
元
気
臨
時
交

付
金
の
交
付
額
は
。

②
事
業
に
対
す
る
補
助
率
は
。

③
施
策
展
開
の
方
針
は
。

市
長
　
①
交
付
限
度
額
は
1
、

7
9
9
万
6
千
円
。

②
単
独
事
業
に
は
1
0
0
％

充
当
で
き
る
。

③
当
初
予
算
の
市
道
の
改
良

に
組
み
替
え
て
充
当
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
議
員
「
生
活
保
護
に
つ

い
て
」

▼
小
池
章
議
員
「
太
陽
光
発
電

助
成
に
つ
い
て
」
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▼
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）

〈
総
務
課
〉

問
　
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
負
担
金
の
減
額

理
由
は
。

答
　
平
成
23
年
度
ま
で
国
庫
補
助
金
は
市
が
申
請
し
、

交
付
額
を
事
業
所
に
交
付
。
24
年
度
か
ら
事
業
者
が

直
接
申
請
し
、
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
相
当
額
が

減
額
し
た
。

問
　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
た
通
学

路
安
全
対
策
の
予
定
は
。

答
　
25
年
度
予
定
は
な
い
。
26
年
度
は
防
災
・
安
全

交
付
金
を
活
用
し
、
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
を
進

め
る
。
11
月
に
交
付
申
請
し
、
新
年
度
に
向
け
準
備
。

〈
危
機
管
理
室
〉

問
　
自
主
防
災
会
の
補
助
金
交
付
限
度
は
。

答
　
補
助
率
は
2
分
の
1
以
内
、
補
助
限
度
額
は
15

万
円
。
補
助
は
1
回
限
り
。

問
　
申
請
額
が
限
度
額
に
満
た
な
い
自
主
防
災
会
に

対
し
、
追
加
交
付
は
あ
る
か
。

答
　
資
機
材
等
整
備
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
規

定
で
1
回
限
り
。

〈
財
政
課
〉

問
　
合
併
特
例
債
で
基
金
積
立
を
し
て
い
る
が
、
貸

付
利
子
お
よ
び
基
金
利
子
の
状
況
は
。

答
　
21
年
度
か
ら
合
併
特
例
債
を
発
行
。
年
3
億
円

を
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
に
積
立
て
。
基
金
の
24
年

度
末
現
在
高
は
12
億
円
。
22
年
度
か
ら
の
基
金
利
子

は
約
1
0
0
万
円
。
合
併
特
例
債
の
24
年
度
末
残
高

は
元
金
9
億
6
、
9
0
0
万
円
、
利
子
1
、
9
9
0

万
4
千
円
。

質
問
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.city

.ch
u
o
.y
a
m
a
n
a
sh

i.jp

問質般一

現時点では推計できない

生活保護基準額の
影響の推定は

木下　友貴 議員

店舗に設置された太陽光パネル
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整備予定の大鳥居農道

▼
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金

　
支
給
条
例
中
改
正

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問
　
こ
の
改
正
は
、
親
の
医
療
費

も
該
当
に
な
る
か
。

答
　
Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
父
ま
た
は
母

及
び
児
童
の
医
療
費
に
関
す
る
内

容
。

問
　
戸
籍
上
夫
婦
で
も
対
象
に
な

る
の
か
。

答
　
D
V
に
よ
り
父
ま
た
は
母
が
、

裁
判
所
か
ら
保
護
命
令
を
受
け
た

場
合
、
戸
籍
上
夫
婦
で
も
ひ
と
り

親
家
庭
と
見
な
し
、
助
成
金
を
受

け
ら
れ
る
。

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
条
例
中
改
正

〈
福
祉
課
〉

問
　
改
正
後
、
受
給
者
の
新
た
な

手
続
き
は
。

答
　
い
ま
ま
で
は
受
給
者
が
窓
口

に
受
給
者
証
を
提
示
す
れ
ば
、
自

己
負
担
は
な
か
っ
た
。
改
正
後
は

自
己
負
担
金
を
医
療
機
関
に
支
払

う
。
医
療
機
関
は
受
給
者
の
レ
セ

プ
ト
情
報
を
国
保
連
に
提
供
し
、

そ
の
情
報
を
も
と
に
市
が
受
給
者

に
助
成
す
る
。
受
給
者
は
新
た
に

手
続
き
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

問
　
い
っ
た
ん
自
己
負
担
額
を
立

替
え
る
が
対
策
は
。

答
　
県
の
無
利
子
貸
付
制
度
が
あ

る
。

問
　
窓
口
無
料
化
方
式
に
対
す
る

国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
内
容
は
。

答
　
窓
口
無
料
化
方
式
は
受
診
を

容
易
に
さ
せ
る
も
の
で
、
国
は
国

庫
負
担
金
を
減
額
す
る
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
を
課
し
て
い
る
。

　
県
は
2
分
の
1
を
補
助
し
、
残

り
を
市
町
村
が
補
填
し
て
き
た
。

窓
口
無
料
化
導
入
時
の
試
算
を
大

き
く
上
回
り
、
県
・
市
町
村
財
政

を
圧
迫
し
、
制
度
自
体
の
継
続
を

難
し
く
さ
せ
て
い
る
。

▼
平
成
24
年
度
中
央
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
7
号
）

〈
農
政
課
〉

問
　
大
鳥
居
農
道
整
備
で
減
額
し

た
用
地
取
得
費
の
内
容
は
。

答
　
買
収
予
定
地
の
所
有
権
は
28

人
の
相
続
人
。
用
地
交
渉
で
26
人

か
ら
同
意
を
得
た
が
、
残
り
2
人

と
交
渉
が
進
ま
ず
買
収
で
き
な
い

た
め
減
額
。

問
　
農
林
水
産
業
債
の
減
額
内
容

は
。

答
　
県
営
湛
水
防
除
事
業
・
地
元

負
担
金
は
、
県
事
業
に
合
わ
せ
元

気
交
付
金
の
対
象
予
定
だ
が
、
県

事
業
が
国
の
予
備
費
事
業
の
た
め
、

元
気
交
付
金
の
対
象
外
と
な
っ
た
。

市
は
、
県
に
合
わ
せ
予
算
を
修
正

し
た
。

▼
平
成
25
年
度
田
富
よ
し
原
処
理

　
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
1
号
）

〈
下
水
道
課
〉

問
　
管
渠
移
管
計
画
の
策
定
内
容

は
。

答
　
既
存
管
渠
の
資
産
評
価
、
受

益
者
負
担
金
の
算
出
、
企
業
に
求

め
る
修
繕
負
担
金
の
設
定
な
ど
、

移
管
の
条
件
項
目
の
根
拠
整
理
な

ど
盛
り
込
み
、
26
年
3
月
ま
で
に

策
定
す
る
。

問
　
移
管
に
伴
う
住
民
や
企
業
負

担
の
軽
減
の
考
え
は
。
補
助
金
な

ど
の
活
用
は
。

答
　
処
理
区
域
内
の
住
民
や
、
企

業
負
担
と
市
全
体
の
負
担
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
検
討
す
る
。
補
助
金

は
対
象
に
な
る
補
助
制
度
を
精
査

し
て
い
る
。

DVの啓発資料

※DV=ドメスティックバイオレンス
同居関係にある配偶者や内縁関係の
間で起こる家庭内暴力



会究研会員委任常の中会閉

　
昨
年
、
通
学
路
の
児
童
の
列
に

車
が
突
っ
込
み
、
多
く
の
死
傷
者

が
で
ま
し
た
。
京
都
府
亀
岡
市
で

発
生
し
た
痛
ま
し
い
事
故
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
央
市
を
は

じ
め
全
国
に
お
い
て
、
通
学
路
の

安
全
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
は
中
央
市
が
取
り
組
ん

で
き
た
「
通
学
路
の
安
全
点
検
と

対
策
状
況
」
等
の
詳
細
を
、
市
当

局
よ
り
説
明
を
受
け
、
内
容
の
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
危
険
箇
所
41

カ
所
（
う
ち
2
カ
所
通
学
路
外
）
、

す
べ
て
対
策
済
で
し
た
。
質
疑
応

答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
感
心
度
の

高
い
研
究
会
で
し
た
。

　
児
童
の
安
全
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
守
り
、
継
続
し
て
安
全
点

検
と
対
策
を
行
う
事
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
近
年
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
と
高

齢
化
を
背
景
に
、
国
保
財
政
運
営

の
逼
迫
は
深
刻
で
す
。
そ
の
た
め

委
員
会
で
は
国
保
制
度
、
事
業
の

概
要
説
明
を
受
け
、
現
状
で
の
問

題
点
を
模
索
し
ま
し
た
。

　
税
の
滞
納
者
に
対
す
る
督
促
、

短
期
被
保
険
証
の
交
付
、
財
産
差

し
押
さ
え
な
ど
の
対
応
処
置
に
は

苦
慮
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

年
齢
階
層
別
、
疾
病
別
な
ど
の
医

療
費
の
推
移
を
検
証
し
ま
し
た
。

医
療
費
の
抑
制
は
重
要
問
題
で
あ

り
、
健
康
寿
命
の
延
長
を
目
的
と

し
た
特
定
健
康
診
査
等
事
業
に
よ

る
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
充
実

の
必
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
12
月
1
日
に
公
益
法

人
制
度
改
革
関
連
三
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
施
行
日
か
ら
5
年
を

経
過
す
る
本
年
11
月
30
日
ま
で
に

行
政
庁
に
所
定
の
申
請
を
行
い
、

認
定
ま
た
は
認
可
を
得
て
、
新
制

度
の
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
期
限
ま
で
に
移

行
を
行
わ
な
い
法
人
は
解
散
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
財
団
法
人
シ
ル
ク
の
里
振
興
公

社
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

担
当
者
か
ら
新
公
益
法
人
化
に
向

け
て
の
取
り
組
み
状
況
及
び
今
後

の
方
針
等
説
明
を
受
け
、
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
公
社
は
認
定
審
査
会
よ
り
公

益
性
に
欠
け
る
と
の
指
摘
を
さ
れ

認
定
は
難
し
い
こ
と
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
議
員
か
ら
は
、
期

限
が
迫
っ
て
い
る
の
で
早
急
に
今

後
の
方
針
決
定
を
す
べ
き
だ
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ

平
成
25
年
7
月
24
日
（
水
）

午
前
9
時
〜

日
　
時

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

テ
ー
マ

平
成
25
年
7
月
25
日
（
木
）

午
前
9
時
〜

日
　
時

シ
ル
ク
の
里
振
興
公
社
の
新
制
度

に
よ
る
法
人
化
の
方
針
を
早
急
に

テ
ー
マ

平
成
25
年
7
月
26
日
（
金
）

午
前
9
時
〜

日
　
時
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広報編集委員会
議会運営委員会
リニア中央新幹線建設促進山梨県期成同盟
　会総会及び計画説明会
中北・峡南地区市町議会議長会
一般質問通告調整会議

8日
9日
13日

17日
21日

5月

市立小学校・中学校入学式
市立保育園入園式
信玄公まつり出陣式
ふれあい福祉歩け歩け大会
県市議会議長会定期総会
東花輪駅前整備事業竣工式
広報編集委員会
市町村長及び市町村議会議長会議
関東市議会議長会定期総会
れんげまつり

4日
5日
6日
9日
16日
18日
22日
23日
25日
29日

4月
峡中地区都江堰市友好協議会定期総会
全国市議会議長会定期総会
日向山恩賜県有財産保護組合議会
景観計画策定委員会委員委嘱式及び
第1回策定委員会

21日
22日
24日
30日

3日
4日
11日
21日

23日
27日

28日

議会運営委員会
中巨摩地区広域事務組合議会運営委員会
第2回定例会開会
第2回定例会閉会
広報編集委員会
甲府地区広域行政事務組合議会臨時会
富士山世界遺産登録報告会
中巨摩地区広域事務組合議会第1回臨時会
健康づくり推進協議会
三郡衛生組合議会第1回臨時会
中央市3大まつり検討委員会

6月

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

9月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に傍聴においでください。

午前10時
午前10時
午前10時
午前9時30分
午前9時30分

開　会
一般質問
一般質問
総務教育常任委員会
　　　　〃

（火）
（木）
（金）
（火）
（水）

10日
12日
13日
17日
18日

午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前10時

厚生常任委員会
　　　　〃
産業土木常任委員会
　　　　〃
閉　会

（木）
（金）
（火）
（水）
（金）

19日
20日
24日
25日
27日

　産業土木常任委員会では、6月19日に県

の事業で架け替え工事が行われている浅

原橋を訪れ、工事の進ちょく状況等につ

いて、現地視察を行いました。

　県（中北建設事務所道路課）および施

工業者から、工事の概要、新橋の供用開

始時期（本年11月末）などについて、説

明を受けました。

建設中の浅原橋

　浅原橋は昭和39年に完成しており、すでに
49年が経過、老朽化とともに安全性が低下し、
早急に架け替える必要が生じたため、平成17
年より調査・設計に着手した。

【浅原橋の概要】
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「人権の花」運動の啓発活動

　南西の風に乗って308人の生徒と先生方が放
った、色とりどりの風船が一斉に飛んでいくの
は壮観でした。これは6月10日に玉穂南小学校
で行われた「人権の花」の贈呈式の一コマでした。
この風船には「いじめをなくそう」などと書い
たメッセージカードに、ポピーやラベンダーな
どの種が縛り付けてあります。
　甲府地方法務局や人権擁護委員連合会などで
つくる、県人権啓発ネットワーク協議会が主催
したもので、中央市と昭和町の人権擁護委員13
人が参加して行われました。
　今回は花の苗とプランターのほか、カブトム
シの幼虫も送られました。花を育てながらカブ
トムシの成長過程を観察してもらいます。
　「いじめ」が大きな問題となっている今日、「思
いやりの心」を育てることはとても大切です。
花を育てる優しい心をはぐくみ、友達や他人を
大切にする心を大きく育てて、子どもたちがた
くましく成長するように学校・家庭・地域が一
丸となって、人権尊重の輪を広げていくことが
大切だと思います。報道4社にも協力願い、啓
発効果が上がりました。

　私たちが待ち望んでいた富士山の世界文化遺

産登録が実現した。富士山の荘厳なる姿は遥か

な昔から人々の信仰の対象となり、またその美

しい姿はわが国独自の芸術文化を生み出してきた。

　今回の「登録」を機に、私たちは改めて、日

本人の心に宿る富士山の存在の大きさに気付か

されたのではないだろうか。

　しかし喜びの一方で、一抹の不安も残る。富

士山フィーバーが始まり、観光客が増えること

は大変喜ばしいことだが、「世界文化遺産」の

名を汚すような事態が起きないか懸念する。富

士山の美しさをそのままに、次の世代に渡す責

務が私たちにはあるはずである。

　さて、私事になるが、私は水墨画をたしなみ、

中央市文化協会の一員として末席を汚している

身である。私もいつの日か、富士山を題材に水

墨画で「日本の心」を描きたいと節に思う。

　当文化協会の活発な活動に参加できる喜びを

感じながら、筆を持つこのごろである。

臼井阿原第2

入原　隆造

富士山世界文化遺産登録に寄せて
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委　員　長　　田中　輝美
副委員長　　木下　友貴
委　　員　　河西　　茂　名執　義
　　　　　　小池　満男　福田　清美

　今年は山梨県で国民文化祭が開かれています。初

の通年開催だそうです。長年いろんな形で文化活動

に参加してきた方も、この機会に今年初めて挑戦す

るという方もそれぞれ力が入っていると思います。

また、作るのは苦手だけど全県・全国の素晴らしい

作品に触れて楽しみたい。という方もいらっしゃる

と思います。それぞれにいろんな形で国文祭を楽し

めるよう願っています。

　中央市では写真展とハンドクラフト展が行われま

す。開会まであと2カ月余りとなりました。写真展

は「私の好きな道の駅」、ハンドクラフト展は「『人

が真ん中』まごころはこぶ手づくり空間」というこ

とがテーマで、中央市らしいいいテーマだと思いま

す。どんな作品が応募されたのでしょうか。いまか

ら開催が待ち遠しいです。　　　　［木下　友貴］
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